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0．はじめに  










おいても 〈何を教えるか〉 と同時に〈どう教えるか〉，即ち学習者に対して学  
習対象をどのような形で提示するかが授業内容の重要な構成要素であることは  
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という 〈モノ〉 について考えるだけでは不十分であり，これを 〈どう読むか〉  
という 〈コト〉 についても同時に考えることがその改革の不可欠の条件となる。  
小論ではこう した観点から，大学におけるドイツ語中級学習者に対する読解授  
業のあり方について考え，併せて簡単な教材と授業例を提示してみたい。なお  
その際に，ドイツ語教育を取巻く諸問題とドイツ語教育の目標設定については，  
1998年の拙論において述べた考え方を基本的前提とする。   
1．読解授業設計のための諸前提   
1－1なぜく読む〉 ことか   





む〉 ことを授業の重点目標とすることについては，次のような利点が挙げられ  
る。  





イツ語によるコミュニケーション（2）が生起する場合，個人対個人の関係の中で，   
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〈話す〉，〈聞く〉，〈書く〉能力が必要とされるよりも，ドイツ語圏の各種メ  















3）大人数クラスへの対応   
〈話す〉，〈書く〉能力の形成を目標とした場合，事の性質上 教貞は学習者  
各個人の発話，記述をチェックし，個別に指導，訂正を行うことが授業の中で  
中心的位置を占めることとなる。したがって有効な授業を行うためには，一ク  
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の外国語教育の重要な課題となっている（原口S．71f．f．）。こうした 〈リハ  
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よう。この場合には，取上げる対象が同一であるだけに，学習者が身につけて  
きた外国語能力観，学習観の相対化と修正という点で大きな解毒効果が期待で  
きよう。   












い死んだ知識であるというほかはない」（藤岡S．120）。   
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1）結束構造：テクストを表層的に構成する諸要素が文法的に関連し合い，相   
互依存関係にあること。  
2）結束性：表層テクストを構成する諸概念が相互に関連性を有し合うこと。  
3）意図性：テクストの「生産者の側の態度に関するもの」（ボウグランド・   
ドレスラーS．11）であり，結束構造と結束性を与えることによって，テク   
ストの生産者の意図を満すように配慮すること。  
4）容認性：テクストの「受容者の側の態度に関するもの」（ボウグランド・   
ドレスラーS．12）であり，テクストが結束構造と結束性を具備するものと   
してこれを受入れようとすること。  
5）情報性：テクストの内容に関して，受容者が処理可能でコミュニケーショ   
ンを阻害しない範囲で情報を提供すること。  
6）場面性：テクストがコミュニケーションの機能を果す上で，それが関係す   
る場面，状況とのかかわりにおいて適切であること。  
7）テクスト開梱互関連性：個々のテクストの内容は，それぞれが独立して存   









マ〉に基づく 〈推論〉を媒介として，テクストの〈容認性〉 と関連するという  
点である。即ち，書き手の意図がどうあれ，テクストはそれ自体が意味を  
担っているのではなく，読み手に対して，一般に読み手の背景的知識   
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Business had been slow since the oilcrisis．Nobody seemed to want  
anything really elegant anymore．Suddenly the door opened and a well－  
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43）。   
こうした解釈において注目に催するのは，テクストのどこにも言明されてい  
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（variables）があるとしている（RumelhartS．35）。一例として 〈買う〉 という  
概念については，〈買い手（PURCHASER）〉，〈売り手（SELLER）〉，〈商品  
（MERCHANDISE）〉，〈お金（MONEY）〉 という変数を考えることができる  
（RumelhartS．35）。そして〈買い手〉 と 〈売り手〉は通常は人間であり，〈お  
金〉は貨幣であり，物を買うに際しての金額は商品の価値に応じて変化すると  
いった「変数の典型的な値とその相互関係に関する知識」をRumelhartは  
「変数の制約（variableconstraints）」と名付けている（RumelhartS．35）。   
変数の制約には二つの機能が認められる。まず第一には，変数の制約はある  
場面に登場する様々な要素を，スキーマのどの変数と同定するかに際しての助  
けとなる。即ち 〈買う〉 というスキーマの中では〈買い手〉 という変数は通常  
は生き物であり，〈お金〉 は貨幣ないしは非生物であることを我々は知ってい  
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とによって役立つ」（RumelhartS．36）のである。即ち，〈飲む〉 というスキー  
マを考えるならば，これに付随する変数として〈飲む人〉，〈飲物〉が挙げられ  
る。〈飲物〉であることは分ってもそれが具体的に何であるか特定化できない  








ゆく作業であると言え・よう。こうしたプロセスの中で〈推論〉 は文字通りその  
推進力として中心的な役割を演じていると言えるのである。   
更にスキーマに備わる重要な特徴として階層構造が挙げられる。スキーマは  
「下位スキーマ（subschemata）のネットワーク（ないしは枝分れした樹木状  
のもの）」（RumelhartS．39）である。一例として，〈顔〉 のスキーマは〈口〉，  
〈鼻〉，〈耳〉，〈目〉の下位スキーマから構成されている。そして更に〈日〉 と  
いう下位スキーマは，〈虹彩〉，〈睦毛〉，〈眉毛〉等の下位スキーマから成立っ  
ている（RumelhartS．39）。  
卜4 データ駆動型処理・概念駆動型処理   
以上のように，テクストの理解に際して，背景的知識が不可欠であるとして   
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ト5 〈読む〉 とはどのような営為か  







〈危険〉 といったスキーマを活性化させている場合にはこれとの関係の中で  
〈救難信号〉 と解釈され，また〈数〉のスキーマを活性化させている場合には  










テクストの理解は両者の相互作用の中から生れる。   
上に見た 〈セールスマン〉 のテクストについて，Rumelhartは多くの被験者  
の述べた解釈から得られた分析に基づいて，このテクストの読解過程を次のよ  
うに記述している。「第一文は通常，石油危機の彪●にビジネスが低調であるこ  
とを意味していると解釈される。その結果，人々はこの話は石油危機の被害を   
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S．43f．）。   
この一連の解釈のプロセスに見られるのは，スキーマを媒介として，上昇型  
処理と下降型処理の相互作用の中での絶えざる〈データの受容→予測→検証→  
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ないのである。   
2 中級における読解授業のあり方   












1）〈テクスト〉 の軽視   
テクストは，「全体としてまとまりのある言語使用単位」（天満S．27）であ  
る。したがってテクスト内の各部分の意味内容は，他の語や文との関係，文や   
48   



























49   



















ある」（塩田1989S．41f．）。   
訳読法はこのように認知心理学的な読解プロセスの面から問題が多いばかり  
ではなく，日本の伝統的な学習法という観点から見てもまた問題が多い。  
2－2．伝統的学習法と訳読法   
日本の学校教育は，知識・能力育成の場であると同時に，学習と生活につい  
ての規律訓練の場としての色彩も強い。そこで，学習者に対する評価は，学習  
目標を達成したか否かという能力的観点から行われると同時に，学習目標の達   
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成にあたって，定められた手続を踏んだか否かという形式的観点からも行われ  
る。その背景としては，日本では芸道，武道をはじめとして，〈わざ〉の習得  
にあたって，師匠の模倣という 〈形〉の習練から入る修行法が伝統的に広く行  
われてきたことが挙げられよう。漢学における 〈素読〉 もまたこうした方法に  
基づく学習法である。そこで，辞書を引き，文法規則を適用するといった所定  
の手続を踏んでテクストを日本語訳することを学習者に求める訳読法は，読解  











ているといえよう。   
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こと」（生田S．28）を置き去りにし，〈形〉 の習得を超えた〈型〉 のあり方も  












内容が込入って難解な部分の理解を容易にし，これをクラス全体で共有化する   
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育の重要な課題が〈読む〉 という領域における外国語についての適切な対処能  
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力の形成であることを考えるならば，既有知識と知恵を相関させる中から生ま  
れる 〈わざ〉 としての〈困難克服能力〉の育成は，中級段階での読解教育に  






















も，その際に〈平易なテクスト〉 とは単に語彙や文法といった語学面でのみ困  
難が少いものというよりも，まず内容的に上位スキーマからの概念駆動型処理   
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開が有効であると考えられる。   














に伴う各種の困難を克服する機会を豊富に含むものでなければならない。   
3 教材と授業例   
以上のような考え方に基づく具体例として，最後に中級学習者を対象とした  
読解コースの始動的段階と最終的段階を想定した教材と授業例を提示してみた   
い。   
ドイツ語教育，とりわけ中級階級の読解教育が，教室外でのコミュニケー  
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ション能力の育成を目標とする以上，教材としては，ドイツ語の教育用に善か  




















とっても有用であることから，改善を急ぐべき課題であろう。   
また各授業の最後に，授業で行った一連の作業の意味について稔括を行うの  
は，〈社会人的素養〉 としてのドイツ語教育は，外国語の学習と運用について  
のいわばメタ学習とインフォームド・コンセント形成の場でもあることから，  
作業の意味を学習者に積極的に把握させることによって，学習内容を教室外で  
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る。  
［5］黒板に善かれた作業結果の適否について教室全体で考える。この課題に  




a）①では，Ausstellung竺里Picassoを〈vor〉 とする。視覚的には〈n〉か   
〈r〉かは微妙であるが，〈Ausstellung〉 と 〈picasso〉の結束性を考えた場   
合，〈vor〉で良いかどうか考えさせ，〈von〉 と解釈することが意味的整合   
性にとって必要であることに気付かせる。  
b）a）と同様のことは，⑤のFOTOS塑BORGERMEISTERをしばしば   
〈vor〉 とすることについても該当する。  
c）②の空欄に，商品としての〈靴〉 と 〈見本市〉の連想から，〈Messe〉 を   
補うケースも散見される。この場合には，原則として展示の場である   
〈Messe〉のスキーマには〈販売〉が含まれないことから，〈靴の購入〉 と   
の間に結束性が成立しないことについてまず気付かせる必要があろう。そし   






3－2 教材Ⅱと授業例  
目標：報道のスキーマと内容的スキーマを援用したテクスト内容の推測と理解   
新聞の社会面に掲載される各種の事件，事故の報道記事は，通常〈5wlh   
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（誰が，いつ，どこで，何を，なぜ，どのように）〉 に関する情報の伝達を中心  
として構成されている。そこで事件，事故の報道記事を読むということは，読  
み手の立場から見れば，〈5wlh〉 に関する記述を発見することであるとも言え  
る。したがってこうした事件，事故の概要を把撞するためには，記事を全訳す  
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斥けず，本文冒頭のOoHANNESBURG（dpa）〉 と類似の記述が日本の新聞に  
も見られること，そしてこれが何を意味するものであるかに注意を向けさせ，  
これが必ずしも事件の起きた場所と同一ではないことに気付かせる必要があろ  
う。   
このテクストでは数詞による日時の記述が行われていないことから  
〈nachts〉 はややもすれば全体に埋没し，これを発見することは必ずしも容易  
ではない。そのような場合には，日時以外に，〈いつ〉 にかかわる表現として  
はどのようなもの（heute，geStern，mOrgen，abend．．．．）があるかについて，日本  
の新聞の場合を想起しつつ考えさせてみることも有効な支援策となろう。なお  









理解の道筋をたどる。しかし本テクストの見出しは，〈MutterundKind〉 とい  
う中級学習者ならほぼ全員がわかる語彙の一方で，〈L6we〉 と 〈fressn〉 とい  
う学習者がまず知らないと思われる語彙が含まれている。そこで〈いつ〉 と  
〈どこで〉 の理解を先行させたのは，設問3）の理解のための手掛りを事前に集  
め，理解を容易化するためである。また，下線を引かせ，一語についてのみ辞   
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書で語意味を調べることを許可することは，設問1），2）の成果も助けとしつつ，  
テクストの全体を視野に収め，核心的部分とその理解のためのキーワードを探  
させるためのものである。その結果，〈fressn〉 を辞書で調べた場合には，  
〈fressn〉のスキーマの変数（食べる主体）とその制約（なんらかの生き物），  
そして舞台がアフリカであることなどから 〈L6we〉の語意味についての仮説  
を立てさせ，その上で確認的に辞書を引かせることが必要となろう。また  
〈L6we〉 を辞書で調べた場合には，〈大型肉食猛獣〉 といった〈L6we〉のス  
キーマ，舞台がアフリカであり，事件が夜中に起きた事などから〈fressn〉の  
語意味を推測させ，その上で確認的に辞書を引かせることが必要となろう。こ  







させた上で，クラス全体で確認する。また，この場合も 〈Grenze〉 と  
〈iiberqueren〉 という大半の学習者にとっては未知の語彙が含まれている。し  
かしこの段階では，この記事が〈アフリカで深夜に母子がライオンに食われ  
た〉 という事件であることを学習者は知っている。更に〈望竺Mosambik旦旦堕  
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ろう。それでもなお適切な理解に至らない場合に，その段階ではじめて一語に  
ついてのみ辞書で語意味を調べさせることが必要となろう。その結果，  
〈Grenze〉 を辞書で調べた場合には，〈境を〉，〈深夜に〉，〈非合法的に〉，〈モ  
ザンビークから南アフリカヘ〉 といったことから 〈iiberqueren〉が〈越える〉  
であることは極めて容易に堆察されよう。また〈血erqueren〉 を辞書で調べた  
場合にも，〈深夜に〉，〈非合法的に〉，〈モザンビークから南アフリカへ〉 に加  
えて，〈iiberqueren〉のスキーマの変数（越える主体・越えられるもの）とそ  
の制約（生き物・何らかの障壁）から 〈Grenze〉が〈モザンビークから南アフ  










3－3 教材Ⅲと授業例  
目標：これまでに習得したテクストへのアプローチの方略と言語的知識の発展  




ドイツの一般紙に日常的に掲載されるこの程度の記事の内容が，辞書を参照し   
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つつ15”30分程度で把塩できれば，それまでの授業時間数も勘案して，中級段  
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クストを試験で使用するといった場合には，〈1）何が起きた？／ 2）この出  
来事はどこで起きた？／ 3）この出来事はいつ起きた？／ 4）この出来事の  
原因は？／ 5）この出来事の犠牲者の数とその内訳は？／ 6）テクスト中の  
167とはどういう数字？／ 7）この国でこの種の出来事が頻発する原因  
は？〉 といった設問，あるいは〈5wlhに言及しつつこのテクストを要約しな  




















Auf dem Zettel 







MutterundihrKind a11なefres＄en．Wie  






（辞書は引かず、何度も通読すること）   
2）この出来事はいつ起きた？  
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☆この記事を日本語で要約しなさい  
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（3）1998年の拙論では，かつてのエリート的教養に代わるものとして〈民衆的教養〉 という表現を  
用いたが，〈民衆的〉は社会階級を連想させ，〈教養〉はかつての教養主義を連想させて紛わしい  
という点から，小論ではこれを 〈社会人的素養〉 に改める。  
（4）下線は訳者による。  
（5）1）－7）の各項目の内容説明は原口による。  
（6）スキーマと類似の概念に 〈スクリプト〉，〈フレーム〉等が挙げられる。内容的に必ずしも大き  
な違いはないと思われることから，小論では 〈スキーマ〉 を使用する。  
（7）本来はLindsay＆Normanの発言であるが，引用はWesthoffによる。   
は）その背景には，〈勉強〉 ということばの本来の意味が〈たゆみない努力〉であったことから，  
今日でも く勉強〉 のコノテーションが「ひたすらな努力と勤勉」である（竹内1997S．33  
f．f．）という社会文化的コンテクストが影響しているものと考えられる。  
（9）日本語訳という点で〈訳読〉と〈翻訳〉は混同されることが多い 
位とし，これを教室内で定められた約束事に基づいて〈正しく訳す〉 という教育儀式的色彩を強  
く帯びているのに対して，〈翻訳〉はテクスト全体を視野に収めて理解し，その内容を他の言語   
で再現しようとするものである。したがって翻訳はテクストの他の言語による曹直しとも言うべ  
きものであり，訳読とはその性格と内容を異にする。いわば翻訳は，出版等を目的とした読解の   
（特殊な）一形態であるといえよう。したがってテクスト全体を日本語に移し変えることを授業の  
目標とするのであるならば，これは訳読ではなく，翻訳という観点から行うべきであり，そのた  
めには翻訳能力の育成を目標とする独自のクラスと，特別な教材，教授法が必要であろう。   
㈹ Seibert，Waltraud・Urlich，Sto11enwerk：Schritte－Pasos－Passi－Steps－Pas．S．13を使用。  
（川1997年1月3日付FrankfurterRundschauをもとに原口が教材化。   
O．a1997年12月3日付FrankfurterRundschauをもとに原口が教材化。本来の記事は 〈Dutzende  
Bergleuteumgekommen SchwereGrllbenungldbkeinSibirienundChina〉 との見出しのもとに，  
シベリアと中国での炭鉱事故を報ずるものである。教材化に際しては，焦点を一つに絞るために，   
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